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 目的：中国北京市にある中国ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究ｾﾝﾀｰは、中国の代表的なﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝｾﾝﾀｰであり、1980 年代後半～1990 年代前半にかけて、日本国際協力事業団の支援
により設立され、中日友好病院付属衛生学校に設けられた１回限りの養成ｺｰｽスに
おいて約 30 名の作業療法士が養成された．現在もその修了生が作業療法士として
臨床に携わっている．世界の作業療法界では 1990 年代半ばから後半にかけて、作
業療法のパラダイムシフトが起きている．今回は、このｾﾝﾀｰで働く作業療法士が、
現在どのような介入を行っているかｱﾝｹｰﾄ調査を行い、その背景として用いている
理論、技術及び概念枠組みを明らかにし、また作業療法の課題を明らかにすること
を目的とした．  
  方法：2011 年 12 月 26 日（月）、本ｾﾝﾀｰを訪問し、その日にｻﾝﾀｰ作業療法室で
勤務もしくは研修していた作業療法士を対象としてｱﾝｹｰﾄ調査を行った．調査への
参加、および提出は自由であることを伝え、協力に同意したもののみ提出するよ
う依頼した．内容：回答者の属性、担当患者の診断名、作業療法ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとして過
去１ヶ月に行った内容．ＡＤＬ，手工芸、音楽、ｽﾎﾟｰﾂ、ﾚｸなど該当するもの．知っ
ている作業療法理論、使っている作業療法理論．使っている評価法．事由記載：
作業療法士になって良かったと思う点、残念に思う点、その他の希望．  
 結果：４０名（男性１２名、女性２８名）から回答を得た．経験年数は１年か
ら２４年、内訳は２０年代６名、１０年代４名、５年～７年５名、４年８名、３
年４名、２年３名、１年１０名であった．うち４名が上記の中日友好病院衛生学
校出身、２２名が現在リハビリテーションセンター構内にある首都医科大学出身、
その他は各地の養成校出身であった．担当患者の診断名は、全員がＣＶＡを担当、
ほぼ全員が脊髄損傷を担当、頭部外傷は７割以上が担当、高次脳機能障害は約４
０％が担当し、次いで手の外科、パーキンソン、切断、発達障害が多かった．プ
ログラム内容は、ＡＤＬは食事と更衣動作、書字訓練がほぼ全員に行われ、次い
でパソコン、整容、炊事、入浴、トイレ、掃除などの順に多かった．手工芸は、
編み物が約９割、紙細工が約８割の回答者が用い、ゲーム・レクリエーションで
は、囲碁およびトランプが約６割、将棋と歌が約３割の回答者に用いられていた．
社会技能訓練としてはコミュニケーションは約８割の回答者が行い、上肢機能訓
練は全員行っており、ＲＯＭ，筋力、サンディング、つかみはなし練習の順に多
かった．使っている理論、枠組みは、ボバース、ブルンストローム、ＩＣＦ、Ｐ
ＮＦはほぼ全員、ＩＣＩＤＨは約４割強、カナダ作業遂行モデルは約４割、人間
作業モデルは３割弱であった．評価法は、ＲＯＭ，筋力、ＡＤＬ，片麻痺グレー
ド、ミニメンタル、感覚順に多く、作業機能自己評価は１０名、ＣＯＰＭ８名、
ＡＭＰＳ１名であった． 
考察：今回の結果から、現代化した作業療法理論はある程度知られていること、
しかし行われている介入は医学モデルのものが多いことが明らかになった．  
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